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2Jp-10　　　　　　　 歩 行 時 の 酸 素摂 取 量 に 与 え る 靴 の 影 響

○ 川 上　　 梅　　　　 松 本　 幸 子

（ 東 京 家 政 学 院 大 ）

【目的】近年、若い女性の間では、高いヒールや底の厚い靴など重量感のある靴が、サン
ダルやブ ーツを中心として流行している。ヒ ールが高すぎる靴は捻挫などの危険性を伴う

とともに、着用していて疲れやすいものと思われる。一方、緩い傾斜面に立脚するような
タイプの厚底靴には、トウスプリングが大きくオブリークトウと呼ばれるものが多く、歩
きやすいとの感想も聞く。本研究では、歩行時の速度をゆっくりした速度からほぼ最高速
度に変えていくと、基本的な靴の種類によってどの程度酸素摂取量が異なるかを実験的に
検討し、歩行時の疲労に及ぼす靴の影響を明らかにする。

【方法】被験者は22歳の女子３名である。トレッドミルの上で歩行速度を５段階（40,80,
100,110,120m/iiiin.）に変えて歩行し、その時の酸素摂取量をダグラスバッグ法により計測
し、また20歩歩くのに要した時間を測定し歩幅を算出した。裸足時を基準として、足底が

ほぼ平らに立脚できるスニ ーカ ー・厚底靴、足底が傾斜面に立脚するようなハイヒール・
ブ ーツ・ミュールの５種類の靴の間の比較を行った。

【結果】（1）裸足時およびいずれの靴を着用した場合においても、最大歩幅はllOm/min, の
歩行時に観察され、最大歩幅の平均値はス二－カーでは79cin、厚底靴および裸足では76cm、
ブーツおよびハイヒール71cm、ミュール68ciiiの順に小さくなる。（z 酸素摂取量は40in/min.

の歩行時では靴の種類による違いがみられないが、llOffl/min.では靴のタイプで異なる。ヒ
ールの高いハイヒール・ミュール・ブーツの酸素摂取量を1とすると、裸足および足底が平
らなスニーカー・厚底靴では4/5の酸素摂取量であることがわかった。

2Jp-ll ラミネート加工 ズボンの衣服内気候と快適性について

○平岩暁子＊　　成瀬正春”　　青山喜久子**
（*金城学院大・院　 本*金城学院大）

目的　 現在の衣服はファッション性が重視され、衣服本来の目的である衛生や機能が軽

視されがちである。その１つの例として、ラミネート加工の衣服がある。この素材の人工
的な光沢感は視覚的効果をもたらす反面、通気性、透湿性などの快適な衣服内気候を作る
ための性質を低下させることが懸念される。そこで着衣実験を行い。暑熱時の衣服内気候、

着用感、蒸暑感などの人体への影響を検討した。
方法　ラミネート加工布、及び対照とする綿100%平織布帛の同型のズボンを着用し、温

度28.8±o.3℃、湿度53.0±0.7％、気流0.2Ei/sec以下に設定した人工気候室にて運動を含
む椅座安静をさせ。その間の皮膚温、衣服内温湿度、自覚症状を測定した。

結果　安静期には皮膚温。衣服内温度はいずれの部位についてもラミネートと綿ズボン
の間に有意な差はみられなかったが。大腿部・下腿部衣服内湿度は実験開始時よりラミネ

ートが有意(p<0.05)に高値を示した。運動を行うといずれの部位も上昇し、ラミネートと
綿との自覚症状の間に有意な差はみられなかった。回復期のラミネートの下降は綿と比較

して緩慢であった。皮膚温、衣服内温度は運動終745 分後にはほぼ綿と同様の値にまで回
復した。大腿部・下腿部衣服内湿度はほとんど下降を示さず。綿と比較して有意に高値で
あった。ラミネートの自覚症状も綿と比較してより不快側の申告が続き、これは上半身の

自覚症状にも影響を与えた。大腿部。下腿部の皮膚温、衣服内温湿度と自覚症状との間に、
衣服内湿度＞皮膚温＞衣服内温度の順に相関を示した。ラミネート加工ズボンの不快感は、
高湿な衣服気候が持続することが要因と思われた。
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